
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年度税制改正解説セミナーのお知らせ 

佐藤です。今年も毎年恒例の『税制改正解説セミナー』を    

6 月 11 日（水）13：30～16：30 の時間帯で開催します。 

法人税・所得税・資産税など税目ごとに令和 7 年度税制改正の

内容や注意点を解説いたします。各社 2 名様までのご参加とさせ

ていただきます。申込期限は 4月 30 日（金）です。  

今回も会場は地下鉄大阪メトロ「長堀橋駅」1番出口直上の『JEC

日本研修センター心斎橋 4 階 大会議室 A-2」です。（住所：大阪

市中央区南船場 1-18-11 SR ビル長堀 4階） 

右側の QR コードを読み込んでいただき申込フォームよりお申

し込みください。ご不明な点がございましたら、担当者までお気

軽にお問い合わせください。皆さまのご参加、職員一同お待ちし

ております。 

桜の季節を前にした日本列島は静かな雨

に包まれます。関東以西では、菜の花が咲

く頃の雨を「菜種梅雨（なたねつゆ）」と

呼び、空は幾日も灰色に染まります。 

別名は「催花雨（さいかう）」。菜の花をは

じめ、さまざまな花を咲かせる雨という

意味です。この時期の雨は、春の花々を目

覚めさせる命の水というわけですね。 

税理士法人ＰＬＵＳ１ 

〒542-0081 

大阪市中央区南船場 1-16-10 大阪岡本ﾋﾞﾙ 5 階 

電話：06-6264-6135 ＦＡＸ：06-6264-6136 
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今月のマメ知識：【インターネット公売について】 

インターネット公売とは、税金の滞納者から差し押さえた財産を、国税庁や地方自治体がインターネット上で

入札販売する制度です。従来の会場での公売に比べ、時間や場所の制約がなく、全国どこからでも入札に参加 

できる利点があります。主に「ＫＳＩ官公庁オークション」というプラットフォーム 

が利用されています。出品される物件は不動産、自動車、貴金属、骨董（こっとう） 

品、電化製品など多岐にわたります。入札に参加するには、事前に参加の申し込みを 

行います。個人の場合はマイナンバーカードなどの本人確認書類が必要です。落札代 

金は即日または指定期日までに納付する必要があり、支払い完了後に物件の引き渡し 

が行われます。なお公売は税金の徴収を目的としているため、物件は原則として現状

のままで売却され、返品や交換はできません。このシステムにより税の徴収効率が向上し、また一般市民にと

っても、さまざまな物件をお得に購入できるといわれています。一度ご覧になってみてはいかがでしょうか。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の商売のヒント：【植物に学ぶ人生の知恵】 

植物の生育過程には、私たちの人生に通じる深い知恵が隠されてい

ます。例えば麦は若芽の時期に踏まれることで、かえって力強く成

長します。乾燥地帯の木々は、水を求めて太い根を地中深くまで伸

ばし、その結果として強風にも耐えうる強靭（きょうじん）さを獲

得します。またトマトは必要最小限の水で育てたほうが、より凝縮

された味わい深い実をつけることがよく知られています。これらの

自然の摂理は、私たちの人生における困難や試練の意味を考えさせ

てくれます。快適な環境で育った植物は、表面的には順調に見えて

も、実は浅い根しか持たず、わずかな風雨で倒れてしまいかねませ

ん。同様に人生における日々の苦労や困難は、私たちの内面に深い

根を張らせる機会となります。苦境に直面したとき、それを単なる

つらさとして避けるのか。それとも自己を強化する機会と捉え直す

のか。それは新たな商売への挑戦かもしれませんし、人間関係のい

ざこざ、あるいは健康上の問題かもしれません。いずれにしても困

難だと感じるのは、まだその経験が不足しているからともいえるで

しょう。誰もが何らかの苦労を抱えています。表面的には順風満帆 

に見える人の人生も、実は見えないところ 

で深い根を張る努力を重ねているかもし 

れません。逆境こそが私たちを成長させる 

肥沃（ひよく）な土壌となり、つらい状況 

は自己を強化できるありがたい出来事と 

なる。そう解釈できたら、日々の困難は、

より大きな試練に備えるための準備期間となるに違いありません。

何事も忍耐強く取り組めば、やがてその苦労は糧となり、想像以上

の強さを身につけることができると信じて進みたいものです。 

李です。皆さん青森の郷土料理『イカメンチ』をご存じですか。最近 

では、イカの漁獲量が減りイカ自体が高級食材化していますよね。 

特に男性はイカ好きの方が多いと思います。お正月、青森へ行った 

ときに食べたイカメンチがとても美味しく大ファンになりました。 

早速、再現しょうと新鮮なイカを取寄せするところからスタート。 

山形県酒田市の船凍いかを入手し、先ずは胴を使っての手前コチュ 

ジャンでいかフェを作って食べました。イカが美味しいためイカ 

フェもかなり高いレベルの仕上がりに大満足놺놅놆놸놹 そしてゲソを使 

ってのイカメンチは我流で、刻んだキャベツ、人参、卵白、片栗粉 

をよく捏ねて調味料は自家製の玉ねぎ麹、おろし生姜、塩等お好 

みで。団子状にしたものをたっぷりの油で揚げるように焼いたら 

完成です。熱いうちにマヨネーズと七味をかけて食べます。冷める 

前に美味しくて全て完食しました。冷めても美味しいかどうか？ 

は不明です。キャベツが高値なので、えのき茸を代用しても踀踁です。 

Billy Sheehan と！！ 

 MR.BIG城ﾎｰﾙﾗｲｳﾞを 4日前に控え

た今日 2/18（火）、心斎橋筋商店街

を歩いていました。前日に大阪入り

したとﾍﾞｰｼｽﾄの Billy Sheehan が

SNS で伝えてくれていたので、もし

かしたらﾊﾞｯﾀﾘ！なんて事を考えて

いると、そのまさか！向こうから帽

子をかぶって四弦達人が歩いてく

るではありませんか！！？？あま

りにも堂々と人ごみに紛れていた

ため、本人かどうか自信がもてずに

いたのですが、意を決して「Are you 

Mr.Billy Sheehan?」と尋ねると

「yes」と笑顔で返してくれた瞬間、

私は頭を抱えました。そして「Oh my 

gosh!」すぐさま「Can I take my 

picture with you?」と何年も温め

ていた英語を披露し、承諾をいただ

いて写真を撮らせていただきまし

た。MR.BIG は私の青春であり、この

土曜日でその 30 年間の青春はよう

やく(?)終わりを迎えます。最後の

最後で奇跡が起きました。（山地） 

Thank you so much MR.Billy!!!! 

 


